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資料3 

申請書類について 

 

環境技術実証モデル事業 化学物質に関する簡易モニタリング技術分野における

実証機関の選定時の検討資料として、以下の書類が必要であると考えられる。実証機

関となることを希望する機関より、これらの申請書類の提出を求めることとする。 

 

申請書類 様式 参考頁 

表紙（各分野共通資料） 

平成１６年度環境技術実証モデル事業の実証機関

としての応募について 

別添１ ２ 

実証機関としての実施体制（各分野共通資料） 別添２ ３ 

実証機関の実施体制に関する補足説明資料   

１．実施体制の概要 別添２－１ ５ 

２．実証試験計画の策定に関する実施体制等 別添２－２ ６ 

３．実証試験の実施に関する実施体制等 別添２－３ ７ 

４．データの検証及び実証試験の監査に関する実

施体制等 
別添２－４ ８ 

 

５．技術実証委員会の運営体制について 別添２－５ ９ 

実証に要する費用の見込み（概算）（各分野共通資

料） 
別添３ １０ 

実証試験を行う施設の概要について 別添４ １１ 

実証試験に利用する機器及びその保有状況につい

て 
別添５ １２ 

z 品質管理を規定した資料について（いかなる名称、

様式でも結構です。） 
別添６ １３ 

実証試験への応募動機について 別添７ １４ 

類似事業への実績について 別添８ １５ 

実証試験で対象とする物質群の中から対応可能な

化学物質について 
別添９ １６ 

z 

z 

z 

z 

z 

z 

z 

z 

z 
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別添１ 

 

 

 

 

 

 

と

 

 

 

 

 

 

 

各分野共通資料 

平成 16 年 月 日 

平成１６年度環境技術実証モデル事業の実証機関としての応募について 

以下の技術分野に関して、平成１６年度環境技術実証モデル事業の実証機関となるこ

を希望しますので、別添の資料を添えて応募します。 

 

 

 

 技術分野名：                 分野 

地方公共団体名：         

担当者連絡先 

所属部署： 

担当者氏名： 

住所： 

電話番号： 

ＦＡＸ番号： 

e-mail アドレス： 
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各分野共通資料 別添２ 

 

●実証機関としての実施体制 

 

１ 主に担当する部局（技術実証委員会の事務

局、技術の公募等） 

担当部局： 

実施責任者： 

２ １６年度に実証可能な技術の内容  

３ 実施体制※１） 

（技術の公募・選定、実証試験計画の策定、

実証試験の実施等、業務毎の実施部局がわ

かるよう記述。なお、平成１６年度「環境

技術実証モデル事業」実施要領 第５章

２．実証機関選定の観点に沿った、機関の

組織・体制、技術的能力等がわかる資料を

提出すること。） 

 

※１）「平成１６年度環境技術実証モデル事業実施要領」、及び「化学物質に関する簡易

モニタリング技術実証試験要領」の資料２～３に示した体制と異なる場合、その旨

を明記（理由を含む）すること。 
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（別添２の参考） 

 

●実証機関としての実施体制（記載例） 

 

１ 主に担当する部局（技術実証委員会の事務

局、技術の公募等）及び実施責任者 

担当部局：環境生活部大気環境課 

実施責任者：環境生活部長 

２ １６年度に実証可能な技術の内容 実証試験実施要領に含まれる技術内

容は全て実施可能。 

３ 実施体制※１） 

（技術の公募・選定、実証試験計画の策定、

実証試験の実施等、業務毎の実施部局がわ

かるよう記述。なお、平成１６年度「環境

技術実証モデル事業」実施要領 第５章

２．実証機関選定の観点に沿った、機関の

組織・体制、技術的能力等がわかる資料を

提出すること。） 

 

 

以下に示す。 

※１）「平成１６年度環境技術実証モデル事業実施要領」、及び「化学物質に関する簡易

モニタリング技術実証試験要領」の資料２～３に示した体制と異なる場合、その旨

を明記（理由を含む）すること。 

 

 

 

大気生活部 

大気環境課 

 

 

       検討・助言

  

技術実証委員会 

・実証技術の公募・選定 

・技術実証委員会の事務局 

・環境省との調整 

・○○××    etc. 

 

 

 

 

・実証試験計画の策定      外注・監督 

 

県環境センター 

㈱○○リサーチ 

センター（予定） 

各分野共通資料 

・実証試験の実施 

・実証試験結果報告書の作成          ・実証試験のうち、××を実施 

・☆☆        etc. 
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別添２－１ 

●実証試験の実施体制に関する補足説明資料 

（別添２の実施体制のうち、以下の項目について具体的に記入してください。） 

 

１．実施体制の概要 

実証試験計画の策定について 

実証試験計画の策定部署名※  

上記部署の通常の所掌事務  

 

上記部署において 

策定に携わる職員数※※ 

合     計            名 

うち有資格者※※※（     ）  名 

うち非常勤の職員          名 

実証試験について 

実証試験の実施部署名※  

上記部署の通常の所掌事務  

 

上記部署において 

実証試験に携わる職員数※※ 

合     計            名 

うち有資格者※※※（     ）  名 

うち非常勤の職員          名 

データの検証及び実証試験の監査について 

検証、監査を行う部署名※※※※  

上記部署の通常の所掌事務  

 

上記部署において 

検証に携わる職員数※※ 

合     計            名 

うち有資格者※※※（     ）  名 

うち非常勤の職員          名 

※上記の業務を外部委託する場合はその旨を明記し、委託機関における実施体制を記

入してください。 

※※実証試験に携わる職員及び検証に携わる可能性のある最大の職員数を記入して

ください。この職員数には、補助職員の人数を除いてください。 

※※※有資格者とは、実証試験に関係のある専門知識や技術を有する者のことで、例

えば技術士や計量士等を指します。有資格者の人数は、本実証試験において有用と

考えられる資格の内容を（ ）内に明記し、資格毎の人数を記入してください。 

※※※※データの検証を行う部署と実証試験の監査を行う部署が異なる場合は、各々

を区別して記入してください。 
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別添２－２ 

２．実証試験計画の策定に関する実施体制等 

①担当職員リスト 

 所属部署名 

※※ 

役職 氏名 実証試験計画の策定に係る 

経歴、資格等の特記事項 

※※※ 

常勤／

非常勤

責
任
者
※ 

     

      

      

※実証試験計画の策定においてリーダー的な役割を果たす職員のこと。部署の責任者

でなくても結構です。 

※※外部委託する場合は組織名を記入してください。また、現時点で分かる範囲で結

構ですので、氏名、資格及び能力等についても同様に記入してください。 

※※※あてはまるものがある場合のみ記入してください。経歴を記入する場合は、経

験年数や内容が分かるようにしてください。資格とは、実証試験に関係のある専門

知識や技能に関する資格のことで、例えば技術士や計量士等を指します。 

（担当職員が多い場合は、適宜行を追加してください。） 

 

②適切に実証試験計画の策定を行うことが可能であることの説明 

 

（職員の業務経験等、上記の体制によって十分に計画策定業務が可能であることを説

明してください。） 
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別添２－３ 

３．実証試験の実施に関する実施体制等 

①担当職員リスト 

（実証試験の内容：               ）※ 

 所属部署名 

※※※ 

役職 氏名 実証試験の実施に係る 

経歴、資格等の特記事項 

※※※※ 

常勤／

非常勤

責
任
者
※※ 

     

      

      

※実証試験の内容毎に体制が異なる場合は各々について表を作成してください。 

※※実証試験においてリーダー的な役割を果たす職員のこと。部署の責任者でなくて

も結構です。 

※※※外部委託する場合は組織名を記入してください。また、現時点で分かる範囲で

結構ですので、氏名、資格及び能力等についても同様に記入してください。 

※※※※あてはまるものがある場合のみ記入してください。経歴を記入する場合は、

経験年数や内容が分かるようにしてください。資格とは、実証試験に関係のある専

門知識や技能に関する資格のことで、例えば技術士や計量士等を指します。 

（担当職員が多い場合は、適宜行を追加してください。） 

 

②適切に実証試験の実施が可能であることの説明 

 

（職員の業務経験等、上記の体制によって十分に実証試験の実施が可能であることを

説明してください。） 
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別添２－４ 

４．データの検証及び実証試験の監査に関する実施体制等 

①担当職員リスト 

 所属部署名 

※※ 

役職 氏名 データの検証、実証試験の 

監査に係る経歴、資格等の 

特記事項※※※ 

常勤／

非常勤

責
任
者
※ 

     

      

      

※検証においてリーダー的な役割を果たす職員のこと。部署の責任者でなくても結構

です。 

※※外部委託する場合は組織名を記入してください。また、現時点で分かる範囲で結

構ですので、氏名、資格及び能力等についても同様に記入してください。 

※※※あてはまるものがある場合のみ記入してください。経歴を記入する場合は、経

験年数や内容が分かるようにしてください。資格とは、実証試験に関係のある専門

知識や技能に関する資格のことで、例えば技術士や計量士等を指します。 

（担当職員が多い場合は、適宜行を追加してください。） 

 

②適切にデータの検証、実証試験の監査を行うことが可能であることの説明 

 

（職員の業務経験等、上記の体制によって十分に検証業務が可能であることを説明し

てください。） 
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別添２－５ 

５．技術実証委員会の運営体制について 

 

技術実証委員会を 

運営する部署 

 

開催予定 

 

（平成１６年度中の開催 

予定について、開催時期、 

回数、議題を明記してくだ 

さい。） 

 

委員の構成案 

 

（大学・研究機関、技術開 

発者等、所属先の種類毎に 

委嘱委員の大まかな人数 

を明記してください。具体 

的な委員の予定がある場 

合は、氏名と所属を明記 

してください。） 
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【

○
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・
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○
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・

 

・

 

・

・

 

 

注

 

各分野共通資料 別添３ 

 

実証に要する費用の見込み（概算） 

技術の実証に必要な試験分析費 

実証可能な技術サンプル数を想定して積

算を行ってください。） 

 

万円（税込額） 

（以下に内訳を添付のこと）

その他、運営に係る費用  

万円（税込額） 

（以下に内訳を添付のこと）

内訳】 

技術の実証に必要な試験分析費 

借料・損料（機器レンタル費等） 

 （具体的な装置名） 

消耗品費 

（具体的な消耗品リスト） 

補助職員賃金（実験補助等） 

（実験補助等に必要な人日）       

外部委託費（一部実証試験の外注）    

（委託に必要な人件費、機器の借料・損料、消耗品費等） 

その他  

その他、運営に係る費用 

職員旅費 

 環境省との打ち合わせ、実証申請者との打合せ 

技術実証委員会 

 検討員への謝金、交通費、会議費、印刷製本費 

実証試験結果報告書 

 印刷製本費 

一般管理費 

その他 

：上記経費はあくまで例示であり、必ずしも全ての経費を計上する必要はありません。

また、他に追加すべき経費の項目があれば、計上してください。 
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別添４ 

●実証試験を行う施設の概要について 

（実証試験実施場所におけるエアコンディショナ、実証対象機器、計測・分析機器を

含む機器の設置方法について、施設の概要を図示してください。） 

 

 

 

※現在の設置状況ではなく、実証試験を行う際に設置する試験システムを想定して記入

してください。このとき、実証試験を外部委託する場合は、可能な範囲で外部委託先

における施設概要について、同様の図を作成してください。 
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別添５ 

●実証試験に利用する機器及びその保有状況について 

（ここに列挙する機器は「別添４ 実証試験を行う施設の概要について」の図中の機

器と対応するようにしてください。） 

番
号 

機器の名称 
製造者名 

及び型式 
数量 仕様（概略） 

保有状況※ 

（所有、借入の別）

      

※保有状況について、将来の所有又は借入の予定を記入される場合はその旨を示してく

ださい。 

実証試験を外部委託する場合は、可能な範囲で外部委託先において利用可能な機器に

ついて、同様の表を作成してください。 
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別添６ 

●品質管理を規定した資料について 

（いかなる名称、様式でも結構です。） 
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別添７ 

●実証試験への応募動機について 

（実証試験への参加に対する意気込み等を記載してください。） 
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別添８ 

●類似事業の実績について 

（環境モニタリング等に関連した類似事業を記載してください。） 
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別添９ 

●実証試験で対応可能な化学物質について 

（実証試験として対応可能な化学物質の物質（又は種類）名を記載してください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


